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平成30年第３回定例会に提出された議案等

事件番号 件　　　　　名 内　　　　　容 審議
結果

報告第９号 専決処分の承認を求めることに
ついて（平成 30 年度高萩市一般
会計補正予算（第１号））

市有地の危険なブロック塀等を、緊急に
フェンスに建て替えた事業の補正予算を報
告するもの。

原案
承認

報告第10号 平成 29年度高萩市一般会計継続
費精算報告書について

本庁舎災害復旧事業ほか１件の終了に伴
い、継続費の精算報告をするもの。

―

報告第11号 平成 29 年度高萩市水道事業会計
継続費精算報告書について

庁舎建設負担金の継続費の精算報告をする
もの。

―

報告第12号 平成 29年度高萩市工業用水道事
業会計継続費精算報告書について

庁舎建設負担金の継続費の精算報告をする
もの。

―

報告第13号 高萩市健全化判断比率について 実質公債費比率　11.6％
将来負担比率　　78.7％

―

報告第14号 高萩市資金不足比率について 水道事業会計　　　　なし
工業用水道事業会計　なし

―

議案第56号 高萩市監査委員の選任について 松本隆治氏が任期満了となるため、再任に
ついて同意を求めるもの。

原案
同意

議案第57号 高萩市教育委員会の委員の任命
について

鈴木幸男氏が任期満了となるため、再任に
ついて同意を求めるもの。

原案
同意

議案第58号 高萩市教育委員会の委員の任命
について

佐川睦子氏の任命について同意を求める 
もの。

原案
同意

議案第59号 建築基準法の一部改正に伴う関
係条例の整備に関する条例の制
定について

接道規制の適用除外に係る認定申請等に対
する、審査事務手数料の追加等の改正をす
るもの。

原案
可決

議案第60号 平成 30 年度高萩市一般会計補正
予算（第２号）

歳入歳出それぞれに 5,843 万 3千円を追加
するもの。幼小中学校空調設備整備事業等。

原案
可決

議案第61号 平成 30 年度高萩市国民健康保険
事業特別会計補正予算（第１号）

歳入歳出それぞれに 32 万 8 千円を追加す
るもの。療養給付費等交付金償還金等。

原案
可決

議案第62号 平成 30 年度高萩市介護保険事業
特別会計補正予算（第１号）

歳入歳出それぞれに 7,254 万 5 千円を追加
するもの。介護給付費準備基金積立金等。

原案
可決

議案第63号 平成 30 年度高萩市水道事業会計
補正予算（第１号）

収益的支出において 171 万 8 千円減額す
るもの。人事異動に伴う人件費の減。

原案
可決

議案第64号 平成 30 年度高萩市工業用水道事
業会計補正予算（第１号）

収益的支出において56万 1千円減額するも
の。法定福利費の率変更による人件費の減。

原案
可決

議案第65号 平成 29 年度高萩市一般会計歳入
歳出決算認定について

歳入　135 億 5,543 万 4,422 円
歳出　129 億 8,265 万 8,437 円

原案
可決

議案第66号 平成 29 年度高萩市国民健康保険
事業特別会計歳入歳出決算認定
について

歳入　34 億 1,348 万 2,928 円
歳出　34 億 1,205 万 4,760 円

原案
可決

議案第67号 平成 29 年度高萩市後期高齢者医
療事業特別会計歳入歳出決算認
定について

歳入　3億 3,802 万 1,482 円
歳出　3億 3,367 万 7,682 円

原案
可決

議案第68号 平成 29 年度高萩市介護保険事業
特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

（保険事業勘定）
歳入　27 億 4,261 万 3,343 円
歳出　26 億 6,966 万 7,798 円

原案
可決

議案第69号 平成 29 年度高萩市霊園事業特別
会計歳入歳出決算認定について

歳入　1,828 万 9,918 円
歳出　   819 万 6,948 円

原案
可決
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平成30年第３回定例会に提出された議案等

事件番号 件　　　　　名 内　　　　　容 審議
結果

議案第70号 平成 29 年度高萩市水道事業会計
決算認定について

収益的収入 7億 2,203 万 3,227 円、収益的
支出 5億 2,176 万 3,853 円、資本的収入 1
億 723 万 3,000 円、資本的支出 3億 4,683
万 8,443 円

原案
可決

議案第71号 平成 29 年度高萩市工業用水道事
業会計決算認定について

収益的収入 2億 898 万 7,784 円、収益的支
出 1億 4,404 万 8,568 円、資本的収入 7,390
万円、資本的支出 1億 9,241 万 8,097 円

原案
可決

議案第72号 高萩市水道事業会計利益の処分
について

平成 29 年度末未処分利益剰余金残高 3億
1,125 万 2,164 円のうち 1億 6 千万円を減
債積立金に積立て、1億 4,065 万 5,933 円
を自己資本へ組み入れる。

原案
可決

議案第73号 高萩市工業用水道事業会計利益
の処分について

平成 29 年度末未処分利益剰余金残高 1億
7,094 万 4,043 円のうち 3千万円を減債積
立金に積立て、2千万円を建設改良積立金
に積立て 1億 1,082 万 3,164 円を自己資本
へ組み入れる。

原案
可決

議員の派遣について 議会広報委員会の視察研修及び茨城県市議
会議長会議員研修会への派遣をするもの。

原案
可決

議会改革の推進に関する事項に
ついて

議会改革特別委員会の調査報告について 原案
承認

意見書案
第１号

教職員定数改善及び義務教育費
国庫負担制度堅持にかかる意見
書の提出について

今回提出された請願の採択により、議会と
しての意見書を政府等に提出するもの。

原案
決議

平　

正
三　

議
員

質
問　

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
１
号
安

良
川
下
手
綱
線
の
事
業
計
画
を
伺
う
。

産
業
建
設
部
長　

13
新
花
貫
橋
か
ら

県
道
高
萩
イ
ン
タ
ー
線
に
至
る
約

２
７
０
０
ｍ
の
幹
線
道
路
で
あ
り
、
事

業
区
間
は
県
道
高
萩
イ
ン
タ
ー
線
か
ら

町
西
側
区
画
整
理
ま
で
の
区
間
で
あ

る
。
事
業
認
可
は
平
成
35
年
度
ま
で
の

７
年
間
で
あ
る
。

質
問　

地
元
説
明
会
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
建
設
部
長　

特
に
反
対
す
る
方
は

な
く
、
早
く
実
施
し
て
ほ
し
い
と
意
見

が
あ
っ
た
。

質
問　

こ
れ
ま
で
の
用
地
買
収
、
家
屋

の
移
転
の
実
施
状
況
を
伺
う
。

産
業
建
設
部
長　

用
地
買
収
面
積
は
約

33
％
、
移
転
対
象
13
棟
の
う
ち
５
棟
が

移
転
済
で
あ
る
。

質
問　

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
建
設
部
長　

現
在
、
設
計
、
用
地

測
量
の
実
施
中
で
あ
り
、
正
確
な
地
権

者
の
数
な
ど
確
定
し
て
い
な
い
。
事
業

認
可
を
受
け
て
い
る
平
成
35
年
度
の
完

成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

根
本　

茂　

議
員

質
問　

教
育
費
小
中
学
校
及
び
幼
稚
園

普
通
教
室
空
調
設
備
工
事
実
施
設
計
委

託
料
に
つ
い
て
。
今
回
の
議
会
に
提
出

し
た
理
由
を
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長　

来
年
夏
の
エ
ア
コ
ン
使
用

開
始
を
目
途
に
、
本
工
事
発
注
に
向
け

準
備
し
て
お
く
た
め
で
あ
る
。

質
問　

委
託
料
予
算
の
財
源
を
伺
う
。

教
育
部
長　

全
て
地
方
債
と
一
般
財
源

で
対
応
す
る
。

質
問　

委
託
設
計
の
内
容
を
伺
う
。

教
育
部
長　

小
中
学
校
及
び
幼
稚
園
の

92
教
室
の
空
調
設
備
を
整
備
す
る
。　

質
問　

委
託
設
計
の
期
間
を
伺
う
。

教
育
部
長　

約
４
か
月
程
度
を
見
込
ん

で
い
る
。

議
案
第
60
号　

平
成
29
年
度
高
萩
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
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菊
地　

正
芳　

議
員

質
問　

エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
に
至
っ

た
経
緯
を
伺
う
。

教
育
部
長　

必
要
性
を
検
証
し
な
が
ら

段
階
的
に
整
備
を
進
め
る
計
画
で
い
ま

し
た
。
し
か
し
文
部
科
学
省
が
、
教
室

等
の
環
境
に
係
る
学
校
環
境
衛
生
基
準

の
見
直
し
を
し
た
事
や
、
今
夏
の
記
録

的
な
猛
暑
を
受
け
一
刻
も
早
く
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
で
す
。

質
問　

基
本
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。
今

回
の
猛
暑
は
災
害
だ
と
言
わ
れ
て
い
る

ぐ
ら
い
大
き
な
問
題
に
発
展
し
て
い

る
。
今
ま
で
の
延
長
線
上
で
は
な
く
、

し
っ
か
り
基
本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め

る
べ
き
で
あ
る
。

教
育
部
長　

今
ま
で
積
み
上
げ
た
調
査

の
結
果
を
も
と
に
設
置
し
て
参
り
ま
す
。

質
問　

各
学
校
に
何
台
設
置
す
る
の
か

伺
う
。

教
育
部
長　

高
萩
小
15
台
、
秋
山
小
16

台
、
松
岡
小
14
台
、
東
小
12
台
、
高
萩

中
10
台
、
秋
山
中
９
台
、
松
岡
中
８
台
、

第
一
幼
稚
園
４
台
、
秋
山
幼
稚
園
４
台

の
92
台
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

今
川　

敏
宏　

議
員

質
問　

人
事
管
理
等
事
務
経
費
２
千 

９
９
５
万
７
千
円
の
減
額
補
正
の
内
容

で
、
一
番
大
き
い
の
は
、
県
と
の
対
等

交
流
事
業
を
今
年
度
は
見
送
り
し
た
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
事
業

の
評
価
と
今
後
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長　

対
等
交
流
事
業
は
県
と
市

の
相
互
理
解
や
人
材
育
成
、
ま
た
住
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
事
業
の
自
主
的
、

主
体
的
な
実
施
を
目
的
に
し
、
大
変
有

意
義
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り 

ま
す
。

市
長　

今
年
度
は
調
整
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、次
年
度
以
降
の
対
等
交
流
、

実
務
研
修
等
は
、実
施
に
向
け
て
検
討
、

調
整
を
し
っ
か
り
と
図
り
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
案
第
65
号　

平
成
29
年
度
高
萩
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

議
会
改
革
の
推
進
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て

反
対
討
論　

平　

正
三　

議
員

市
内
四
つ
の
幼
稚
園
と
一
つ
の
保
育

所
を
統
合
し
て
認
定
こ
ど
も
園
１
園
に

す
る
方
針
は
、
今
後
の
高
萩
市
の
子
育

て
環
境
を
ど
の
よ
う
に
充
実
さ
せ
て
い

く
か
と
い
う
観
点
か
ら
出
さ
れ
た
方
針

と
は
到
底
思
わ
れ
ま
せ
ん
。

高
萩
市
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
重
要

な
政
策
課
題
は
、
い
か
に
し
て
子
育
て

し
や
す
い
街
づ
く
り
を
行
い
、
若
者
の

定
着
と
少
子
化
を
克
服
し
、
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
で
す
。
一

つ
の
認
定
こ
ど
も
園
に
統
合
す
る
こ
と

は
、
今
後
の
街
づ
く
り
の
目
指
す
方
向

と
は
全
く
逆
方
向
と
言
わ
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

私
は
、
公
立
幼
稚
園
・
保
育
所
は
、

子
ど
も
た
ち
が
歩
い
て
通
え
る
所
に
あ

る
べ
き
と
考
え
る
も
の
で
あ
り
、
地
域

の
住
民
と
共
に
育
っ
て
い
く
も
の
と
思

い
ま
す
。
一
度
な
く
し
た
施
設
は
、
二

度
と
再
建
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

公
立
幼
稚
園
・
保
育
所
の
統
合
問
題

は
、
い
っ
た
ん
は
白
紙
撤
回
し
、
幼
稚

園
・
保
育
所
の
耐
震
化
を
含
め
、
改
め

て
慎
重
に
検
討
を
進
め
る
べ
き
で
す
。

以
上
で
、反
対
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

反
対
討
論　

菊
地　

正
芳　

議
員

作
山
議
員
が
言
う
廃
止
の
理
由
は
、

「
今
回
出
さ
れ
て
い
る
問
題
は
、
棚
上

げ
に
し
て
委
員
会
を
閉
鎖
す
る
。」
と

言
う
事
で
す
。
議
会
改
革
と
は
何
か
？

何
の
た
め
に
行
う
の
か
？
ま
っ
た
く
理

解
し
て
い
な
い
。「
議
会
改
革
」
の
第

一
の
目
的
は
、
住
民
の
声
を
行
政
に
生

か
せ
る
よ
う
に
、
議
会
の
構
造
や
考
え

を
変
え
て
い
く
取
り
組
み
を
す
る
こ
と

で
す
。
議
会
改
革
は
、
議
員
の
利
益
の

た
め
に
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
す
。
し
か
も
、
議
会
に
お
け
る
最
高

規
範
で
あ
る
議
会
基
本
条
例
に
は
「
高

萩
市
議
会
は
、
市
民
に
身
近
な
代
表
機

関
と
し
て
、
分
か
り
や
す
い
議
会
運
営

や
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
を
推
進
す
る

必
要
性
を
常
に
自
覚
し
、
不
断
の
改
革

を
重
ね
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
を

目
指
す
こ
と
を
誓
い
、
こ
こ
に
こ
の
条

例
を
制
定
す
る
。」
と
こ
の
様
に
、我
々

議
員
が
誓
い
を
立
て
て
い
る
の
で
す
。

い
ま
抱
え
て
い
る
問
題
を
途
中
で
放
り

投
げ
て
、
特
別
委
員
会
を
廃
止
す
る
な

ど
、
最
高
規
範
で
あ
る
基
本
条
例
に
逆

行
す
る
行
為
で
あ
る
ば
か
り
か
、
市
民

を
裏
切
る
行
為
で
あ
り
ま
す
。
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９
月
18
日
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
報
告
１
件
、
議
案
４
件
の
審
査
を

行
っ
た
。

〇
報
告
第
９
号
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
30
年
度
高

萩
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
））

問　

協
同
病
院
跡
地
フ
ェ
ン
ス
設
置
工

事
請
負
費
２
３
２
万
円
の
補
正
理
由
及

び
工
事
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

所
管
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安

全
点
検
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
当
該
塀

は
市
道
に
面
し
た
場
所
に
あ
り
、
地
盤

面
か
ら
は
２
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
さ
が

あ
っ
た
こ
と
、
柵
板
の
一
部
脱
落
、
亀

裂
、
傾
き
等
を
確
認
し
た
こ
と
か
ら
、

倒
壊
の
場
合
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
、
早
急
な
対
応
が
必
要

と
判
断
し
、
専
決
処
分
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
工
事
内
容
は
、
塀
75
・
６

ｍ
の
撤
去
、
そ
の
後
の
管
理
用
フ
ェ
ン

ス
設
置
工
事
と
な
り
ま
す
。

　

９
月
14
日
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
報
告
１
件
、
議
案
３
件
の
審
査
を

行
っ
た
。

○
報
告
第
９
号　

専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
30
年
度

高
萩
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
））

問　

学
校
施
設
整
備
事
業
41
万
１
千

円
、

幼

稚

園

施

設

整

備

事

業

１
２
９
万
６
千
円
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

６
月
18
日
の
大
阪
で
発
生
し
た
震

度
６
弱
の
地
震
に
よ
り
、
高
槻
市
の
小

学
校
プ
ー
ル
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
事

故
が
起
き
た
こ
と
を
受
け
、
文
部
科
学

省
か
ら
の
指
示
に
基
づ
き
市
内
小
中
学

校
、
幼
稚
園
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
点

検
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
第

一
幼
稚
園
の
園
庭
東
側
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
、
延
長
45
ｍ
と
松
岡
小
学
校
の
バ
ッ

ク
ネ
ッ
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
２
か
所
が
不

適
合
と
な
り
、
今
回
の
専
決
処
分
で
工

事
を
緊
急
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

○
議
案
第
60
号　

平
成
30
年
度
高
萩
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

問　

社
会
福
祉
施
設
等
施
設
整
備
支
援

事
業
４
７
８
万
７
千
円
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

社
会
福
祉
法
人
同
仁
会
に
お
き
ま

し
て
、
来
年
度
か
ら
実
施
を
予
定
し
て

総
務
産
業
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

○
議
案
第
60
号　

平
成
30
年
度
高
萩
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

問　

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事
請
負

費
３
５
２
万
円
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

茨
城
国
体
の
開
催
に
向
け
、
犯
罪

の
抑
止
、
犯
罪
発
生
時
の
的
確
な
対
応

及
び
市
民
の
安
全
安
心
の
醸
成
の
た

め
、
市
内
６
か
所
に
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
す
る
事
業
で
あ
り
ま
す
。
設
置

場
所
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
①
高
浜
１
丁

目
交
差
点（
高
浜
ス
ポ
ー
ツ
広
場
付
近
）

②
森
林
公
園
入
り
口
付
近
（
市
民
球
場

の
近
く
）
③
秋
山
十
字
路
国
道
４
６
１

号
（
日
立
い
わ
き
線
の
交
差
点
）
④
秋

山
小
学
校
北
側
（
国
道
４
６
１
号
）
⑤

穂
積
家
住
宅
北
側（
高
萩
イ
ン
タ
ー
線
）

⑥
安
良
川
南
交
差
点
（
国
道
４
６
１
号

の
交
差
点
）
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

い
る
児
童
発
達
支
援
事
業
及
び
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
施
設
整
備
費

に
対
す
る
補
助
金
と
な
り
ま
す
。
児
童

発
達
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
障
害
の

あ
る
未
就
学
児
を
対
象
に
し
て
、
日
常

生
活
に
必
要
な
動
作
や
知
識
を
指
導
し

た
り
、
集
団
生
活
等
に
必
要
な
適
応
訓

練
を
行
う
も
の
で
す
。
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、
障
害
の

あ
る
小
学
生
か
ら
高
校
卒
業
ま
で
を
対

象
と
し
て
、
放
課
後
や
長
期
休
暇
中
な

ど
に
生
活
能
力
向
上
の
た
め
の
訓
練

や
、
地
域
社
会
と
の
交
流
促
進
な
ど
を

行
う
も
の
で
す
。
乳
幼
児
期
か
ら
高
校

卒
業
ま
で
の
一
貫
し
た
効
果
的
な
支
援

を
、
障
害
の
あ
る
児
童
及
び
そ
の
ご
家

族
に
対
し
て
、
身
近
な
場
所
で
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設
に
な
り 

ま
す
。

改修した高萩協同
病院跡地のフェンス

改修した第一幼稚園の塀
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９
月
13
日
、
決
算
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
議
長
と
監
査
委
員
の
議
員
を

除
く
14
人
の
議
員
に
よ
り
、９
月
19
日
、

20
日
、
21
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
当

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
決
算
に
関
す
る

議
案
第
65
号
か
ら
、
議
案
第
73
号
ま
で

の
９
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
予
算
の
執
行
が
適
正
に

行
わ
れ
た
の
か
、
期
待
さ
れ
た
行
政
効

果
は
達
成
さ
れ
た
か
等
の
質
疑
が
行
わ

れ
、
全
て
の
議
案
に
お
い
て
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
第
１
回
定
例
会
よ
り
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
会
改
革
の
推
進

に
関
す
る
調
査
検
討
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
委
員
会
を
12
回
、
開
催
し
検
討
し

て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
市
庁
舎
建
設
に
合
わ
せ
て

議
場
に
国
旗
・
市
旗
掲
揚
の
決
定
や
、

政
務
活
動
費
の
使
途
基
準
を
よ
り
分
か

り
や
す
く
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果

た
す
た
め
「
高
萩
市
政
務
活
動
費
運
用

指
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
検
討
項
目
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
定
例
会
を
以
て
一
旦
終
了
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

請願・陳情の審議結果

件　　　　　名 結　果

高萩市活性化のため、無農薬・無添加食材を使ったレストランの誘致を求める

陳情書
採　択

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算にかかる意見書
を求める請願書 採　択

会　計　名 歳入（収入） 歳出（支出）

一般会計 13,555,434,422 12,982,658,437

（特別会計）
国民健康保険事業
後期高齢者医療事業
介護保険事業（保険事業勘定）
霊園事業

　
3,413,482,928
338,021,482

2,742,613,343
3,767,497

3,412,054,760
333,677,682

2,669,667,798
1,620,606

（企業会計）
水道事業（収益的収入 ･支出）
工業用水道事業（収益的収入 ･支出）

722,033,227
208,987,784

521,763,853
144,048,568

平成29年度の決算 （円）

（国旗・市旗を掲揚した議場）

国体に向けて行われた関東ブロック大会
（ウェイトリフティング競技）（文化会館）
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質
問　

私
の
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
り
ま

す
、
市
内
小
中
学
校
の
教
育
環
境
の
充

実
に
つ
い
て
、
今
回
も
質
問
を
い
た
し

ま
す
。
そ
こ
で
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
基

準
と
な
り
ま
す
市
内
小
中
学
校
の
室

温
温
度
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
伺
い 

ま
す
。

教
育
部
長　

望
ま
し
い
教
室
の
温
度
と

し
ま
し
て
、
夏
は
28
度
以
下
と
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。
28
度
を
超
え
た
日
は
、

秋
山
中
学
校
が
14
日
、
高
萩
小
学
校
、

秋
山
小
学
校
、
松
岡
小
学
校
、
松
岡
中

学
校
が
13
日
、
高
萩
中
学
校
が
４
日
で

あ
り
ま
し
た
。

質
問　

今
年
、
児
童
、
生
徒
、
保
護
者
、

教
職
員
に
エ
ア
コ
ン
設
置
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
結
果
に
つ
い
て
お
答
え
下
さ
い
。

教
育
部
長　

教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
と
い

う
問
い
に
、
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
た
ほ

う
が
よ
い
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
設
置

し
た
ほ
う
が
よ
い
と
回
答
し
た
方
が
、

児
童
生
徒
は
90
％
、
保
護
者
は
95
％
、

教
職
員
は
96
％
と
い
う
結
果
で
し
た
。

質
問　

市
内
の
小
中
学
校
の
室
温
調
査

及
び
エ
ア
コ
ン
設
置
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
市
長
の
今
後
の
考

え
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長　

子
供
た
ち
が
適
度
な
室
温
で
授

業
が
受
け
ら
れ
る
環
境
を
一
刻
も
早
く

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、
一

斉
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

質
問　

今
回
エ
ア
コ
ン
に
関
す
る
実
施

設
計
の
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
具
体
的
に
何
月
ご
ろ
を
目
途
に

し
て
い
る
の
か
、
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長　

来
年
の
、
７
月
を
目
途
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

渡
辺
悦
夫 

議
員

質
問　

高
萩
市
職
員
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

バ
ラ
ン
ス
の
推
進
に
つ
い
て
、
市
長
に

考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

今
後
さ
ら
な
る
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

バ
ラ
ン
ス
推
進
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
長
時
間
労
働
の
是
正
等
の
働

き
方
改
革
を
推
進
し
、
柔
軟
な
働
き
方

の
提
案
を
行
う
な
ど
、
職
員
が
働
き
や

す
い
職
場
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問　

タ
イ
ム
カ
ー
ド
方
式
に
よ
る
勤

務
時
間
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
勤

務
の
見
え
る
化
に
よ
っ
て
業
務
改
善
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の

件
に
つ
い
て
総
務
部
長
に
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長　

現
在
、
出
退
勤
時
間
の
管

理
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て

検
討
し
て
お
り
ま
す
。
休
暇
の
申
請
や

時
間
外
勤
務
の
申
請
に
も
対
応
し
て
い

る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
管
理
職
を
含
め

た
全
職
員
の
長
時
間
労
働
の
管
理
や
時

間
外
勤
務
手
当
の
集
計
等
の
業
務
軽
減

が
図
ら
れ
る
と
考
え
て
ま
す
。
導
入
時

期
は
平
成
32
年
１
月
を
目
途
と
し
て
進

め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問　

国
道
４
６
１
号
沿
い
の
仮
設
ト

イ
レ
設
置
及
び
花
貫
駐
車
場
ま
で
の
距

離
表
示
板
設
置
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

現
在
あ
る
花
貫
ふ
る

さ
と
自
然
公
園
ト
イ
レ
等
を
利
用
し
て

頂
け
る
よ
う
、
チ
ラ
シ
の
表
示
や
案
内

看
板
設
置
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
駐
車
場
迄
の
距
離
表
示
板
を
設

置
し
、
観
光
客
の
利
便
性
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問　

今
年
度
の
計
画
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
花

貫
駐
車
場
西
側
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
加

え
、
汐
見
滝
つ
り
橋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

も
、試
行
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス
の

推
進
に
つ
い
て

市
内
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て

花
貫
渓
谷
の
魅
力
度
ア
ッ
プ
に

よ
る
交
流
人
口
拡
大
に
つ
い
て

坪
和
久
男 

議
員

秋山中学校

花貫駐車場西側

花貫渓谷汐見滝つり橋
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質
問　

こ
の
検
査
は
任
意
で
あ
り
検
査

費
用
は
保
護
者
の
個
人
負
担
で
あ
る
、

厚
労
省
か
ら
の
通
達
に
は
、
各
市
町
村

に
対
し
て
新
生
児
聴
覚
検
査
に
係
る
費

用
の
公
費
負
担
を
努
力
義
務
と
し
て
い

る
。
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
思
う

が
見
解
を
伺
う
。

市
長　

検
査
費
用
の
公
費
負
担
の
実
施

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

質
問　

網
膜
芽
細
胞
腫
は
白
色
瞳
孔
や

斜
視
の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
る
の
で
、
乳

幼
児
健
診
で
チ
ェ
ッ
ク
で
き
れ
ば
早
期

発
見
に
つ
な
げ
る
事
が
出
来
る
。
医
師

の
診
断
所
見
の
目
の
項
目
に
白
色
瞳
孔

を
追
加
す
べ
き
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　

母
子
健
康
審
査
票
の

目
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に
白
色
瞳
孔
と

い
っ
た
項
目
を
入
れ
る
事
に
つ
い
て

は
、
健
診
に
携
わ
る
医
師
に
確
認
し
な

が
ら
チ
ェ
ッ
ク
項
目
の
追
加
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り 

ま
す
。

質
問　

超
高
密
度
気
象
観
測
ポ
テ
カ
を

導
入
す
る
事
で
、
日
頃
か
ら
見
る
習
慣

が
付
き
、
被
害
が
出
そ
う
な
時
に
自
ら

安
全
な
場
所
に
避
難
で
き
る
一
人
一
人

の
判
断
能
力
を
高
め
る
と
も
に
、
防
災

意
識
の
向
上
に
も
つ
な
げ
る
事
が
出
来

る
、
導
入
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　

ア
メ
ダ
ス
や
雨
量
計

を
補
完
す
る
効
果
も
期
待
で
き
る
と
思

う
の
で
、
近
隣
市
町
村
に
効
果
を
確
認

す
る
な
ど
調
査
研
究
し
て
参
り
ま
す
。

質
問　

災
害
が
発
生
す
る
た
び
に
住
民

の
逃
げ
遅
れ
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
。

避
難
情
報
や
気
象
情
報
等
の
意
味
を
、

理
解
し
、
逃
げ
る
行
動
に
ど
う
つ
な
げ

て
い
け
る
か
が
大
事
で
あ
る
、
取
り
組

み
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　

よ
り
分
か
り
易
い
内

容
で
の
作
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○
大
規
模
災
害
限
定
消
防
団
員
に
つ
い
て

菊
地
正
芳 

議
員

新
生
児
聴
覚
検
査
に
つ
い
て

乳
幼
児
健
診
に
お
け
る
小
児

が
ん
の
早
期
発
見
に
つ
い
て

防
災
行
政
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

防
災
情
報
の
内
容
の
周
知
に

つ
い
て

質
問　

熱
中
症
予
防
対
策
と
し
て
、
エ

ア
コ
ン
は
と
て
も
有
効
で
あ
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す
な
ら
ば
、

よ
り
最
適
な
エ
ア
コ
ン
使
用
を
図
り
な

が
ら
、
他
の
工
夫
で
も
暑
さ
を
し
の
げ

る
の
か
、
エ
ア
コ
ン
を
設
置
で
き
な
い

場
所
や
室
外
で
の
暑
さ
対
策
は
ど
う
す

る
か
、
災
害
時
な
ど
停
電
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
知
恵
や
創
意
工
夫
を
す
る

人
間
力
を
育
成
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

暑
さ
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

温
度
や
時
間
設
定
な
ど
に
よ
り
エ
ア
コ

ン
を
上
手
に
使
う
と
と
も
に
そ
の
他
の

手
段
、
例
え
ば
す
だ
れ
や
先
ほ
ど
言
い

ま
し
た
よ
う
に
打
ち
水
、
緑
の
カ
ー
テ

ン
な
ど
に
よ
っ
て
、
い
か
に
涼
し
い
環

境
を
つ
く
っ
て
い
く
か
と
い
う
バ
ラ
ン

ス
と
知
恵
を
持
っ
た
人
間
力
の
育
成
が

大
事
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

質
問　

昨
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る

「
明
る
い
街
並
み
（
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
）

推
進
事
業
」
に
よ
っ
て
電
気
料
の
軽

減
、
耐
用
年
数
の
長
期
化
に
よ
っ
て
経

費
削
減
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
も
し
そ

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
の
故
障
や
寿
命
に

よ
る
交
換
の
必
要
性
が
生
じ
た
ら
、
そ

の
経
費
は
ど
う
な
る
の
か
見
解
を
伺
い

ま
す
。

総
務
部
長　

防
犯
灯
の
公
益
性
と
費
用

負
担
及
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化

を
考
慮
し
ま
す
と
、
今
後
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防

犯
灯
の
故
障
や
寿
命
と
な
っ
た
場
合
の

交
換
費
用
に
つ
き
ま
し
て
も
支
援
策
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
そ
の
手
法
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

○
市
職
員
の
就
業
環
境
に
つ
い
て

暑
さ
対
策
に
つ
い
て

防
犯
灯
設
置
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

今
川
敏
宏 

議
員

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
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質
問　

都
市
計
画
の
基
本
方
針
と
現
状

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

高
萩
市
総
合
計
画
、

高
萩
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、

茨
城
県
策
定
の
高
萩
都
市
計
画
区
域
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
基
本
方
針
と
し
、
道

路
、
公
園
、
下
水
道
な
ど
都
市
施
設
の

整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

質
問　

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
１
号
、

安
良
川
下
手
綱
線
の
本
町
４
丁
目
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
か
ら
高
萩
イ
ン
タ
ー
線
サ

ン
ユ
ー
ス
ト
ア
ー
ま
で
の
区
間
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

平
成
29
年
度
よ
り
事

業
に
再
度
着
手
し
、
本
年
７
月
に
路
線

測
量
及
び
道
路
詳
細
設
計
を
発
注
し
、

現
在
設
計
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

質
問　

都
市
計
画
道
路
安
良
川
下
手
綱

線
、
高
萩
停
車
場
線
は
、
中
心
市
街
地

と
高
速
道
路
や
周
辺
地
域
等
を
結
ぶ
重

要
路
線
で
あ
り
、
安
良
川
赤
浜
線
は
、

北
茨
城
市
、
日
立
市
と
の
連
結
道
路
で

す
。都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
、

大
部
市
長
の
所
感
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

都
市
計
画
道
路
の
整
備
が
、
住

民
生
活
の
利
便
性
の
向
上
、
経
済
産
業

の
発
展
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
、

課
題
の
あ
る
路
線
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
取
り
組
も
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問　

立
地
適
正
化
計
画
の
位
置
づ
け

及
び
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

企
画
部
長　

Ｊ
Ｒ
高
萩
駅
西
側
の
約
１

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
を
、
都
市

機
能
や
居
住
を
誘
導
す
る
中
心
拠
点
に

位
置
づ
け
、
秋
山
地
区
や
松
岡
地
区
の

既
存
生
活
拠
点
を
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
結
ん
だ
ま
ち
づ
く
り
を
示
す

立
地
適
正
化
計
画
を
策
定
し
て
、
持
続

可
能
で
利
便
性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

田
所
和
雄 

議
員

都
市
計
画
に
つ
い
て

立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

質
問　

公
立
幼
稚
園
、
保
育
所
施
設
の

老
朽
化
、
定
員
割
れ
が
続
い
て
い
る
状

況
か
ら
、
意
見
書
に
よ
る
と
、
保
育
所

を
含
む
５
施
設
全
て
を
集
約
、
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
し
、
新
た

な
施
設
を
協
同
病
院
跡
地
に
建
設
す
る

べ
き
と
し
て
い
る
。
今
後
の
計
画
は
。

市
長　

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
は
遠
い
。

リ
ー
ベ
ロ
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
隣
で
、

機
能
的
に
は
い
い
が
、
調
査
し
た
ら
、

年
間
す
ご
い
稼
働
率
、
市
民
が
よ
く
利

用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

質
問　

と
な
る
と
病
院
跡
地
し
か
な

い
。
新
た
な
施
設
の
候
補
と
な
る
場
所

に
つ
い
て
は
、
民
間
保
育
園
の
意
見
、

地
域
の
反
応
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

市
長　

民
間
の
保
育
園
の
関
係
者
、
地

元
の
父
兄
、
議
会
。
い
ろ
ん
な
意
見
を

聞
い
て
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
審
議
を

し
て
い
き
た
い
。

質
問　

地
域
連
携
、
幼
保
小
連
携
を
考

慮
す
る
と
、
各
小
学
校
に
幼
稚
園
を
併

設
し
て
は
ど
う
か
。
小
学
校
の
校
舎
は

耐
震
化
が
終
了
し
て
い
る
か
ら
、
余
裕

教
室
を
も
っ
と
有
効
に
使
え
る
。
全
部

の
幼
稚
園
を
一
つ
に
統
合
す
る
と
、
各

地
域
の
小
学
校
と
幼
稚
園
の
連
携
が
と

れ
る
の
か
ど
う
か
、
疑
問
が
残
る
。

市
長　

そ
の
よ
う
な
や
り
方
も
あ
る
。

将
来
、
人
口
減
少
の
中
で
小
中
学
校
の

統
合
と
な
っ
た
ら
、
そ
の
幼
稚
園
を
ど

う
す
る
か
、
問
題
に
な
る
。
そ
れ
も
頭

に
入
れ
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

学
年
１
ク
ラ
ス
し
か
な
い
東
小

学
校
は
、
高
萩
小
学
校
と
統
合
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長　

東
小
学
校
は
、
４
年
生
を
除
い

て
他
の
学
年
が
１
学
級
。
市
内
小
中
学

校
の
統
廃
合
等
も
視
野
に
入
れ
検
討
し

て
い
く
。

○
旧
君
田
小
中
学
校
に
つ
い
て

幼
・
小
・
中
の
連
携
に
つ
い
て

吉
川
道
隆 

議
員

そ
の
他
の
質
問

工事が止まっている
都市計画道路３・４・１号

高萩協同病院跡地
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５
月
23
日
～
５
月
25
日

〇
山
梨
県
甲
斐
市

・
移
住
定
住
・
魅
力
発
信
拠
点
事
業
に

つ
い
て

甲
斐
市
は
、
東
京
圏
を
中
心
と
し

た
地
域
か
ら
の
流
入
人
口
の
創
出
の
た

め
、
住
む
、
仕
事
、
医
療
等
の
情
報
を

横
断
的
に
把
握
し
た
移
住
定
住
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
の
構
築
、
移
住
定
住
促
進
窓

口
、
営
業
活
動
拠
点
と
し
て
の
魅
力
情

報
発
信
拠
点
を
東
京
都
杉
並
区
に
設
置

す
る
な
ど
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

併
せ
て
移
住
相
談
会
へ
の
出
店
や
空

家
バ
ン
ク
制
度
の
創
設
を
行
い
、
移
住

定
住
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

〇
長
野
県
下
條
村

・
移
住
定
住
促
進
の
取
組
、
人
口
減
少

対
策
に
つ
い
て

下
條
村
は
、
身
の
丈
に
合
っ
た
公
共

事
業
、
村
職
員
の
意
識
改
革
、
道
路
や

水
路
な
ど
の
小
規
模
工
事
を
村
民
自
身

で
実
施
す
る
建
設
資
材
支
給
事
業
な
ど

に
よ
り
、
財
政
の
健
全
化
を
達
成
し
て

い
る
。
ま
た
、人
口
減
少
対
策
と
し
て
、

低
家
賃
の
若
者
定
住
促
進
住
宅
の
建
設

や
住
宅
を
取
得
す
る
際
の
補
助
等
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
事
業

の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

委

員

会

視

察

報

告

◇
総
務
産
業
委
員
会
◇

質
問　

市
営
住
宅
入
居
条
件
の
基
準
と

な
っ
て
い
る
国
土
交
通
省
が
示
す
公
営

住
宅
管
理
標
準
条
例
（
案
）
の
改
正
が

行
わ
れ
た
。
改
正
内
容
は
、
一
つ
は
入

居
手
続
き
に
お
け
る
保
証
人
義
務
付
け

の
削
除
、
二
つ
は
入
居
資
格
に
つ
い
て

国
税
や
地
方
税
を
滞
納
し
て
い
る
記
載

の
削
除
、
三
つ
は
家
賃
の
滞
納
が
生

じ
た
と
き
民
生
部
局
と
の
十
分
な
連

携
を
取
る
こ
と
。
市
は
こ
の
改
正
を
受

け
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
伺
い 

た
い
。

産
業
建
設
部
長　

一
点
目
の
入
居
手
続

き
で
保
証
人
の
規
定
が
削
除
さ
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

二
点
目
の
入
居
資
格
に
つ
い
て
は
慎
重

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
三
点
目
の
家

賃
の
滞
納
を
生
じ
た
と
き
福
祉
関
係
と

十
分
連
携
を
取
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

福
祉
関
係
と
連
携
を
取
り
対
応
し
て
い

る
。
今
後
も
適
正
に
対
応
し
て
い
き 

た
い
。

質
問　

市
道
１
４
０
３
号
線
（
浜
野
町

踏
切
～
高
萩
駅
東
口
）
の
舗
装
改
修
工

事
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

産
業
建
設
部
長　

今
年
度
よ
り
２
か
年

事
業
で
行
い
、
平
成
30
年
度
は
高
萩
駅

東
口
ロ
ー
タ
リ
ー
よ
り
南
側
３
０
０
ｍ

区
間
で
舗
装
を
撤
去
し
新
設
す
る
も
の

で
あ
る
。
年
度
内
完
了
を
目
指
し
て 

い
る
。

質
問　

市
道
１
２
６
１
号
線
（
千
代
町

団
地
北
側
）
は
交
通
安
全
の
た
め
に
側

溝
の
ふ
た
掛
け
が
必
要
で
は
な
い
か
。

産
業
建
設
部
長　

道
路
と
宅
地
に
高
低

差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
路
全
体
の
高

さ
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る
の
で
、
ふ

た
掛
け
す
る
た
め
に
全
面
的
に
道
路
の

改
修
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

○
防
災
対
策
に
つ
い
て

市
営
住
宅
の
入
居
に
つ
い
て

市
道
改
修
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

平　

正
三 

議
員

市道1403号線

甲斐市での意見交換

下條村での意見交換
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20
日　

議
会
全
員
協
議
会

29
日　

議
会
運
営
委
員
会

30
日　

議
会
全
員
協
議
会

７
日
～
27
日

　
　
　

第
３
回
定
例
会

27
日　

議
会
広
報
委
員
会

１
日　

茨
城
県
北
市
議
会
議
長
会

定
例
会

９
日　

高
萩
・
北
茨
城
広
域
工
業

用
水
道
企
業
団
定
例
会

15
日　

議
会
運
営
委
員
会

17
日　

議
会
広
報
委
員
会

22
日　

第
２
回
臨
時
会

22
日　

議
会
全
員
協
議
会

23
日　

先
進
地
視
察

25
日　

議
会
広
報
委
員
会

25
日　

関
東
市
議
会
議
長
会
理 

事
会

８月 26 日地域の防災力向上を目指し、子

どもたちの夏休み最後の日曜日、高萩小学校

をメイン会場に防災訓練が行われました。

倒壊した建物からの救出訓練や、茨城県防

災ヘリコプターによる、屋上からの救出訓練

などが実施されました。

市議会では３つのグループに分かれ、市内

サブ会場での避難階段の蹴破り訓練などを視

察し、メイン会場に集合しました。

８
月

議
会
日
誌

９
月

10
月

防災訓練が行われました

委員会審査のネット中継はYouTube で！

高萩市議会は、平成 25 年第３回定例会（９

月）から、各常任委員会及び特別委員会の一

部についてもインターネットによるライブ配

信を実施してきました。

委員会のインターネット放送は、無料で

利用できる Ustream 社のインターネットス

トリーミングサービスを利用してきました

が、今年９月に同サービスが終了したことに

より、今回の定例会からは、YouTube（ユー

チューブ）による無料配信サービスを利用す

ることになりました。

ユーチューブサイトへは、今までと同じく

高萩市議会ホームページ「議会の映像配信」
⇒⇒⇒「委員会映像配信」からリンクできま

すので、どうぞご利用ください。

また、本会議の映像配信については、10

月から、携帯（スマホ）や、タブレットなど

からも、視聴できるようになりました。同じ

く高萩市議会ホームページ「議会の映像配信」
⇒⇒⇒「議会映像（本会議）」から入れます。

2018 年 11 月５日　（11） （第151号）

第
３
回
定
例
会

議会日誌　他



下手綱在住　Ｏ・Ｙさん（女性 )

民 の 声市

編

集

後

記

９
月
の
定
例
議
会
が
９
月
27
日
に

無
事
終
了
し
ま
し
た
が
、
今
年
の
夏

は
６
月
に
梅
雨
が
明
け
、
例
年
に
な

い
命
に
関
わ
る
ほ
ど
の
猛
暑
で
し

た
。
ま
た
、
９
月
４
日
に
台
風
21
号

が
上
陸
し
、
近
畿
地
方
を
中
心
に
記

録
的
な
高
潮
や
暴
風
と
な
り
、
列
島

に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。
更

に
、
９
月
６
日
に
は
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
が
発
生
し
、
北
海
道
全
域
が

停
電
す
る
な
ど
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
地
域
の
皆

さ
ま
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
自
然
災
害
の
発
生
予
測
は

困
難
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
市
議
会

は
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
危
機
管
理
体
制
の
構

築
に
執
行
部
と
と
も
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

（
坪
和 

久
男 

記
）
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会
広
報
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会
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茂

らだと思います。

元気のあるまちづくりは、行政だけでは困難

だと思いますので、市民が一緒になって取り組

めるような将来の姿、具体的な目標を示して下

さい。

これからも、議会の傍聴に行きたいと思いま

すので、高萩市の将来について活発に議論する

市議会であることを望んでいます。

私は高萩市に住んで40年になります。最近は、

自分の時間が取れるようになったのでボラン

ティア活動に積極的に参加するようにしていま

す。高萩は気候が温暖で住みやすいまちだと思

いますし、自然も豊かで海も山もあります。ま

た歴史もあり史跡も多いまちです。しかし、人

口減少に伴って、元気がなくなってきていると

感じています。今年になってから、高萩市の議

会を傍聴する機会が多くなり、９月の定例会も

傍聴しました。議会を傍聴して気になることが

あります。それは、将来に向けた長期的な展望

の議論が少ないような気がするからです。

私の故郷は小さな村ですが、現在ではギネス

に挑戦し、認定も受けています。それができて

いるのは、まちづくりの目標が明確になってい

て、住民全員が協力し合って取り組んでいるか

※日程等は変更になることがあります。

傍聴においでください

第４回定例会（12月）予定

７日（金）　本会議　議案上程

10日（月）　本会議　一般質問

11日（火）　本会議　一般質問

13日（木）　本会議　議案質疑

14日（金）　文教厚生委員会

17日（月）　総務産業委員会

19日（水）　本会議　採決

インターネット・
ＦＭでの放送予定

インターネット ＦＭ

本会議 市ホームページ
（携帯タブレット可）

○

総務産業委員会
文教厚生委員会

ユーチューブ ○

　市のホームページは「高萩市議会」からお入り

ください。

　委員会のインターネット放送は、無料で利用で

きる動画配信サイトのユーチューブを利用してい

ます。使用環境によっては、視聴できない場合が

あります。

　○ＦＭ放送は、全てたかはぎＦＭです。
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